
体力向上部会の取組について

１ はじめに

平成 29 年度の下野市学校教育計画では、その基本方針の中に「『健やかな体』を育む体育
・健康・安全教育の推進」を掲げ、教育活動を展開してきた。その中で「『児童生徒の体力

・運動能力、運動習慣等調査』のデータを基に、体つくり運動の内容を工夫し、体の基本的

な動きを身に付ける指導に努める」ことを努力点と定めた。

そこで本部会では、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」や「児童生徒の体力・運動

能力、運動習慣等調査」の結果から児童生徒の実態を把握し、各学校が教科体育をはじめと

する教育活動全体で体力向上を目指し、指導の工夫・改善が図れるよう研究を推進した。

２ 研究組織

提案・発信

実践・見直し

３ 研究内容

（１）「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」・

「児童生徒の体力・運動能力、運動習慣等調査」結果の分析

（２）「新体力テストヒント集」の作成

４ 研究の実践

（１）平成２９年度の調査結果の分析(下野市と栃木県・全国の比較)

＜○上回っている ▼下回っている＞

【資料】 握力 上体起 体前屈 反復 シャトル 50m 立幅 ボール 合計

小５男子 栃木県 ▼ ◯ ▼ ◯ ◯ ▼ ◯ ◯ ▼

全 国 ▼ ▼ ▼ ◯ ◯ ▼ ▼ ▼ ▼

小５女子 栃木県 ▼ ▼ ▼ ○ ○ ○ ○ ▼ ◯

全 国 ▼ ▼ ▼ ○ ○ ◯ ○ ▼ ○

中２男子 栃木県 ▼ ▼ ◯ ◯ ▼ ◯ ◯ ◯ ○

全 国 ◯ ▼ ◯ ◯ ▼ ◯ ◯ ◯ ○

中２女子 栃木県 ▼ ▼ ○ ▼ ▼ ◯ ▼ ▼ ▼

全 国 ▼ ▼ ○ ○ ○ ◯ ▼ ▼ ▼

（※ボール投げは、小学生ではソフトボール、中学生ではハンドボールを用いる。）

◯「反復横とび」(敏捷性)、「50m 走」(スピード)、「立ち幅とび」(瞬発力・跳躍力)は、
県や全国と比較して良い結果が見られた。

◯中学生になると運動部活動等への参加により、体力や運動能力が向上すると考えられる。

特に敏捷性や走力、瞬発力が向上し、他にも「体前屈」（柔軟性）や「ボール投げ」(投

力・瞬発力・＊巧緻性）の向上が見られる。

（＊巧緻性とは、「運動を調整する能力」のこと。）

▽「握力」(筋力）や「上体起こし」(筋持久力)、「長座体前屈(男子)」(柔軟性)、「ボール

投げ(女子)」（投力・瞬発力・巧緻性）に関しては、例年の課題となっている。

▽「20m シャトルラン」(全身持久力）や「上体起こし」(筋持久力）の運動や筋力を持続す
る能力に課題がある。
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（２）「新体力テストヒント集」の作成

昨年度は体育の授業や業間運動で、多くの学校が取り組んでいる準備運動やサーキット

トレーニングを正しく実践することを目的として、「ワンポイントカード」を作成した。

今年度は新体力テストの種目と器械運動の指導の一助となるような、「新体力テストヒ

ント集」を作成した。それぞれの種目のやり方やポイントを写真で図解し、分かりやすく

示した。さらに市保健体育主任研修会において、「ヒント集」に基づいて先生方に実際に

活動していただいた。年度末には各学校に配布し、指導支援の一助としていただきたい。

＜新体力テストヒント集＞

＜市保健体育主任研修会の様子＞


